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1. 2025年6月期第3四半期の連結業績（2024年7月1日～2025年3月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年6月期第3四半期 26,880 2.3 1,002 17.2 1,053 17.5 676 15.9

2024年6月期第3四半期 26,264 11.7 855 9.1 896 8.7 583 15.1

（注）包括利益 2025年6月期第3四半期　　691百万円 （18.4％） 2024年6月期第3四半期　　583百万円 （16.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年6月期第3四半期 88.60 87.87

2024年6月期第3四半期 79.02 76.31

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年6月期第3四半期 12,258 4,834 39.4 630.65

2024年6月期 12,294 4,466 36.3 591.31

（参考）自己資本 2025年6月期第3四半期 4,828百万円 2024年6月期 4,462百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年6月期 ― 12.00 ― 30.00 42.00

2025年6月期 ― 16.00 ―

2025年6月期（予想） 34.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年 6月期の連結業績予想（2024年 7月 1日～2025年 6月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 38,000 7.7 1,347 20.4 1,336 14.5 850 12.3 112.62

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年6月期3Q 8,149,200 株 2024年6月期 8,040,400 株

② 期末自己株式数 2025年6月期3Q 492,773 株 2024年6月期 492,773 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年6月期3Q 7,631,023 株 2024年6月期3Q 7,382,167 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（2024年７月１日～2025年３月31日）におけるわが国経済は、2025年４月１日発表の

全国企業短期経済観測調査（短観）に見られるとおり、大企業製造業の景況感を示す業況判断指数（DI）が前回の

12月調査から２ポイント悪化しプラス12でした。大企業製造業の景況感の悪化は４四半期ぶりで、いわゆるトラン

プ関税（以下「米国の関税措置」という。）に伴う先行き不透明感の高まりに加え、原材料コストの上昇や中国、

欧州など海外経済の減速が背景にあります。大企業非製造業のDIは前回調査（プラス33）から小幅に改善しプラス

35で、２四半期ぶりに改善しました。インバウンド（訪日外国人）の需要が引き続き強く、宿泊・飲食サービスは

６ポイント改善しプラス46、小売りも８ポイント改善しプラス21でした。

一方、2025年２月の完全失業率は2.4％、有効求人倍率（季節調整値）は1.24倍でした。人手不足の状況は変わ

らないものの、物価高によるコスト上昇で求人を控える動きが一部にあり、また、賃上げが進み、労働条件が改善

されたことで、現在の職場にとどまる人が増えるとともに、米国の関税措置による先行き不透明感から転職活動を

手控える動きがありました。

このような環境下において、平山グループは、タイでの生産が停滞する一方、国内の生産回復需要を取り込み、

前年同期比で増収増益を確保しました。インソーシング・派遣事業（「インソーシング」とは構内作業請負をい

う。以下同じ。）が業績を牽引し、新規・既存顧客からの受注が増加するとともに、前期に連結子会社化した株式

会社平山ＧＬ（旧ブリヂストングリーンランドスケープ株式会社。以下「平山ＧＬ社」という。）において、前期

に要したグループ化に伴う諸費用がなくなったこと、平山グループが得意とする現場改善により生産効率を改善し

たこと等が、増収増益に寄与しました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高26,880,200千円（前年同四半期比2.3％増）、営業利益

1,002,410千円（前年同四半期比17.2％増）、経常利益は為替差益48,421千円等を計上したことから1,053,509千円

（前年同四半期比17.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は法人税等372,349千円等を計上し、676,118千

円（前年同四半期比15.9％増）となりました。

セグメント別の業績の概況は、次のとおりです。

①　インソーシング・派遣事業

　インソーシング・派遣事業につきましては、電子デバイス・半導体製造関連、医療機器関連からの受注・受託

が堅調に進み、増収となりました。物流関連、旅客業関連、リテール関連等においては、引き続き旺盛なインバ

ウンド需要があり、既存取引先からの追加発注のみならず新規受注も好調でした。また、既存顧客企業の中に

は、製造派遣から請負化へ転換ができた取引先も複数ありました。なお、前述したように、前期に連結子会社化

した平山ＧＬ社も増収に寄与しております。

　利益面では、多くの顧客企業に2024年10月の最低賃金改定に伴う派遣単価上昇の理解を得られたことや医療機

器関連及び平山ＧＬ社の寄与により増益となりました。その一方で、今後の成長を見据えて、顧客ニーズが強い

高単価受注案件への人員配置及びハイエンド技能人材教育の強化を行うため、募集費等を戦略的に使用するとと

もに新たな拠点や研修センターの追加設置、2025年新卒の初任給上昇や採用担当者及び教育人材の拡充に伴う関

連費用が増加しました。

　採用面では、2024年新卒採用者が定着し生産の安定に寄与する一方、中途採用では、サービス産業の復調等業

況の改善に伴い採用環境が前期に増して厳しく、費用増となりました。これに対し、平山グループは、コストパ

フォーマンスの良い地方テレビCM等のメディア活用、SNSの活用、ネットワーク採用等の強化による企業イメー

ジの向上を図るとともに、採用ルートの多様化等により採用強化を行っております。また、新卒・中途採用費用

及び労務費は、物価上昇や給与引き上げ等により上昇傾向にあるものの、顧客企業に理解を求め、収益改善に努

めております。

　この結果、売上高は21,839,288千円（前年同四半期比3.8％増）、セグメント利益は1,386,315千円（前年同四

半期比25.7％増）となりました。

②　技術者派遣事業

　技術者派遣事業におきましては、主要顧客である大手製造業の一部において、中長期的な技術開発投資の回復

が継続して見られました。これに伴い、車載関連や精密機器の制御組込みソフトウェア、生産設備関連分野を中

心に受注案件が増加しております。また、航空機部品製造業界においても開発案件の増加傾向が続いておりま

す。

　製造業界における技術者不足が深刻化する中で、若手の未経験者や微経験者が段階的に実務経験を積むことに

よりスキルを向上させ、市場価値の高まりとともに派遣単価の上昇が進み、平山グループの収益向上に寄与して

おります。
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　一方、米国の関税措置の影響を受ける精密設備機器や自動車関連業界等においては、４月以降の人員調整の動

向に注視しつつ、柔軟かつ継続的な人材提案を推進してまいります。

　人材採用においては、中長期的な成長を見据え、採用活動を引き続き強化しております。新卒・中途を問わ

ず、メーカー各社及び競合他社による採用活動の活発化に伴い、技術者確保をめぐる競争は引き続き激化してお

ります。そのため、採用部門の体制強化を図るとともに、新たに開設したリクルーティングサイトを活用した広

告展開や、新たな母集団形成ルートの開拓により、採用力の向上に努めております。また、IT分野における人材

需要の拡大に対応すべく、若手IT系エンジニアの採用を積極的に推進しております。こうした若手中途採用技術

者の増加に伴い、社内研修の充実を図ることでエンジニアの市場価値向上を支援し、待機者の早期配属による稼

働率向上にも取り組んでおります。加えて、慢性的な技術者不足への対応策として、優秀な外国籍人材の採用も

積極的に推進しております。

　この結果、売上高は2,315,972千円（前年同四半期比5.0％増）、既に派遣しておりますが、若手IT系エンジニ

ア配属に時間を要したことからセグメント利益は99,627千円（前年同四半期比25.5％減）となりました。

③　海外事業

　海外事業につきましては、主力のタイにおいて、製造業生産指数(MPI)が、前年同四半期比で、2024年１～３

月期は3.6％減、2024年４～６月期は0.2％減、2024年７〜９月期は1.1％減、2024年10〜12月期は2.0％減となり

景気は停滞しております。主要産業である自動車生産では、前年同四半期比で、2024年１〜３月期は18.4％減、

2024年４～６月期は16.3％減、2024年７～９月期は21.0％減、2024年10〜12月期は25.3％減でした。このような

環境下、タイにおける平山グループの派遣従業員数は、2024年12月時点で2,062名（前年同月比26.5％減）とな

ったものの、ローコストでのオペレーションに継続して努めてきたことから黒字を確保しましたが、さらにコス

ト削減を図り収益改善に努めております。

　この結果、売上高は1,761,314千円（前年同四半期比18.4％減）、セグメント利益は35,810千円（前年同四半期

比47.4％減）となりました。

注：海外事業につきましては、2024年４～12月期実績を３ヶ月遅れで当第３四半期連結累計期間に計上しており

ます。

④　その他事業

　その他事業につきましては、国内外の現場改善に係るコンサルティングや工場立ち上げ支援案件が増加しまし

た。また、海外からの研修案件も例年より増加しました。

　利益面では、外国人エンジニア及び技能実習生の配置が進んだことから、外国人雇用管理サポート事業の寄与

により増益となりました。また、株式会社平和鉄工所についても、中型製品の受注や製造が順調だったこと、大

手重電からの小間物の製作依頼が多数入ったこと等もあり収益に寄与しております。

　この結果、売上高は963,625千円（前年同四半期比12.0％増）、セグメント利益は275,006千円（前年同四半期

比10.2％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ35,408千円減少し、12,258,833千円となりま

した。

当第３四半期連結会計期間末の流動資産は、現金及び預金が132,707千円、受取手形及び売掛金が175,002千円、

それぞれ減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ206,993千円減少し、10,477,524千円となりました。

当第３四半期連結会計期間末の固定資産は、有形固定資産が70,009千円、無形固定資産が9,298千円、投資その

他の資産が92,277千円、それぞれ増加したことにより、前連結会計年度末に比べ171,585千円増加し、1,781,309千

円となりました。

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ403,372千円減少し、7,424,641千円となり

ました。

当第３四半期連結会計期間末の流動負債は、賞与引当金が249,152千円、未払法人税等が114,360千円、それぞれ

増加した一方で、未払金が181,832千円、未払消費税等が19,140千円、その他流動負債が379,625千円、それぞれ減

少したこと等により、前連結会計年度末に比べ254,985千円減少し、4,745,788千円となりました。

当第３四半期連結会計期間末の固定負債は、退職給付に係る負債が94,200千円増加した一方で、長期借入金が

290,750千円減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ148,387千円減少し、2,678,852千円となりました。

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、利益剰余金において親会社株主に帰属する四半期純利益676,118

千円を計上した一方で、配当金348,931千円の支払等により、前連結会計年度末に比べ367,963千円増加し、

4,834,192千円となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

国際通貨基金（IMF）が2025年４月22日に公表した世界経済見通しで、2025年の日本の経済成長率の見通しを

0.6％（前回１月発表時1.1％）、世界全体の2025年経済成長率の見通しを2.8％（前回１月発表時3.3％）と、それ

ぞれ引き下げております。

また、アジア開発銀行（ADB）は2025年４月９日に発表した「アジア経済見通し2025年４月版」（米国政府が４月

２日に公表した相互関税の影響は反映されていない）で、2025年のタイの成長率見通しについて、観光業が引き続

き成長を牽引しているとして、前回2024年12月発表の見通しから0.1％引き上げ2.9％としました。

このような環境下、平山グループの今後の見通しにつきましては、受注単価の引き上げが進んでいることや新卒

の配属が順調に進み生産に寄与し始めていることから、予想どおりの進展を見込んでおります。さらには、引き続

き積極的な人材採用を進めるとともに、特殊技能工である設備保全士や半導体関連技能者等の教育・育成により、

ハイエンドスキル現場技能工の増員を進めてまいります。

以上を踏まえ、2025年６月期の連結業績予想は、2024年８月14日発表の内容と変更はありません。

※上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき判断したものであり、実

際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,949,094 5,816,386

受取手形及び売掛金 3,896,926 3,721,924

未収還付法人税等 212,981 136,339

その他 636,717 813,288

貸倒引当金 △11,201 △10,414

流動資産合計 10,684,518 10,477,524

固定資産

有形固定資産 459,812 529,821

無形固定資産 59,994 69,292

投資その他の資産 1,089,917 1,182,195

固定資産合計 1,609,724 1,781,309

資産合計 12,294,242 12,258,833

負債の部

流動負債

短期借入金 80,000 50,000

１年内返済予定の長期借入金 398,200 390,300

未払金 2,731,283 2,549,450

未払法人税等 160,924 275,284

未払消費税等 613,120 593,980

賞与引当金 188,845 437,998

その他 828,399 448,774

流動負債合計 5,000,773 4,745,788

固定負債

長期借入金 1,187,000 896,250

退職給付に係る負債 1,247,967 1,342,168

役員退職慰労引当金 311,435 315,335

その他 80,837 125,099

固定負債合計 2,827,240 2,678,852

負債合計 7,828,013 7,424,641

純資産の部

株主資本

資本金 558,186 570,807

資本剰余金 477,673 490,081

利益剰余金 3,680,151 4,007,338

自己株式 △250,272 △250,272

株主資本合計 4,465,739 4,817,955

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △2,769 10,575

その他の包括利益累計額合計 △2,769 10,575

新株予約権 76 43

非支配株主持分 3,181 5,618

純資産合計 4,466,228 4,834,192

負債純資産合計 12,294,242 12,258,833

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2023年７月１日
　至　2024年３月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2024年７月１日
　至　2025年３月31日)

売上高 26,264,124 26,880,200

売上原価 21,837,516 22,036,103

売上総利益 4,426,607 4,844,096

販売費及び一般管理費 3,571,304 3,841,686

営業利益 855,303 1,002,410

営業外収益

為替差益 25,015 48,421

助成金収入 3,720 1,170

その他 16,519 15,573

営業外収益合計 45,254 65,166

営業外費用

支払利息 3,398 11,533

その他 718 2,533

営業外費用合計 4,117 14,067

経常利益 896,440 1,053,509

特別利益

新株予約権戻入益 - 33

固定資産売却益 45 -

負ののれん発生益 13,718 -

特別利益合計 13,764 33

特別損失

固定資産除却損 1,160 1,997

投資有価証券評価損 - 989

関係会社清算損 2,486 -

社葬費用 8,029 -

特別損失合計 11,676 2,986

税金等調整前四半期純利益 898,528 1,050,555

法人税、住民税及び事業税 358,731 449,585

法人税等調整額 △44,852 △77,236

法人税等合計 313,878 372,349

四半期純利益 584,649 678,206

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,322 2,087

親会社株主に帰属する四半期純利益 583,327 676,118

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2023年７月１日
　至　2024年３月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2024年７月１日
　至　2025年３月31日)

四半期純利益 584,649 678,206

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △688 13,380

その他の包括利益合計 △688 13,380

四半期包括利益 583,961 691,587

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 582,626 689,463

非支配株主に係る四半期包括利益 1,334 2,123

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

インソーシ
ング・派遣

事業

技術者派遣
事業

海外事業 計

売上高

外部顧客へ

の売上高
21,039,360 2,205,364 2,159,096 25,403,820 860,303 26,264,124 － 26,264,124

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

－ 18,125 2,466 20,592 117,934 138,526 △138,526 －

計 21,039,360 2,223,489 2,161,563 25,424,413 978,237 26,402,651 △138,526 26,264,124

セグメント利

益
1,102,746 133,693 68,035 1,304,475 249,640 1,554,116 △698,812 855,303

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2023年７月１日　至　2024年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、当社グループが行っている

コンサルティング事業・教育事業・有料職業紹介事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△698,812千円の内訳は、セグメント間取引消去52,558千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△751,370千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

インソーシ
ング・派遣

事業

技術者派遣
事業

海外事業 計

売上高

外部顧客へ

の売上高
21,839,288 2,315,972 1,761,314 25,916,575 963,625 26,880,200 － 26,880,200

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

50 5,171 2,916 8,137 131,669 139,807 △139,807 －

計 21,839,338 2,321,144 1,764,230 25,924,713 1,095,294 27,020,008 △139,807 26,880,200

セグメント利

益
1,386,315 99,627 35,810 1,521,753 275,006 1,796,759 △794,349 1,002,410

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2024年７月１日　至　2025年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、当社グループが行っている

コンサルティング事業・教育事業・有料職業紹介事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△794,349千円の内訳は、セグメント間取引消去59,875千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△854,225千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前連結会計年度
（2024年６月30日）

当第３四半期連結会計期間
（2025年３月31日）

当座貸越極度額 1,080,000千円 1,080,000千円

借入実行残高 80,000 50,000

差引額 1,000,000千円 1,030,000千円

（四半期連結貸借対照表に関する注記）

　当座貸越契約

当社及び連結子会社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行３行と当座貸越契約を締結し

ております。この契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。
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前第３四半期連結累計期間
（自  2023年７月１日

至  2024年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2024年７月１日

至  2025年３月31日）

減価償却費 46,845千円 58,092千円

のれんの償却費 7,357 397

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却費

は、次のとおりであります。

- 10 -

株式会社平山ホールディングス（7781）　2025年６月期　第３四半期決算短信


